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研究成果の概要（和文）： 
 本研究の目的は、学習者に自学習を薦める際に、何に基づいて学習方法を提示するならば、

彼らの学習意欲に働きかけ「やりたい」と思わせることができるかを明らかにすることである。

調査はインタビュー調査とアンケート調査によって行われ、以下のような主な研究結果を得る

ことができた。(1) 学習者は学習方法を大別すると「学習内容に関する要因」と「学習環境・

習慣に関する要因」とによって判断しており、その判断が学習意欲に影響を及ぼしている。(2) 
学習方法に対する学習意欲は主に「役立ちそう」と「やれそう」という気持ちによって決定付

けられている。(3) 学習志向などの違いによって、２つの気持ちの学習意欲への影響が異なる。 
 
研究成果の概要（英文）： 

This study aimed to investigate the factors affecting Japanese university students’ willingness to 

learn an English learning method.  The study included one qualitative and two quantitative surveys.  

Analysis of the data revealed three main results: (1) Students select the learning method that they want 

to follow on the basis of two main factors—namely, learning environment and habits and learning 

content.  (2) Their willingness to learn is determined by two main assessments: usefulness and 

continuance of learning.  (3) The two assessments affect the willingness to learn differently, based on 

the students’ learning orientations. 
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１．研究開始当初の背景 
 「先生、どうやって勉強すれば英語ができ
るようになりますか？」英語教師であれば、
誰もがこのような質問を受けたことがある
だろう。英語習得のためには授業外の学習は
欠かせない要素であり、また自らの学習のや
り方が確立されていない基礎段階の英語学
習者にとっては、学習方法やそのやり方に関
する教師のアドバイスは非常に重要である。
そのため、多くの英語教師にとって、学習者
にどのように英語の学習方法を薦めればよ
いかという問題は、しばしば直面する重要な
問題であると言える。実際にこのような質問
を受けた場合、多くの教師は自分が実践して
きた学習方法や効果があると考えられる学
習方法を薦めているのではないかと考えら
れる。しかしながら、アドバイスを受けた学
習者の中には、提示された学習方法にやる気
を示すものがいる一方で、求めている学習方
法とは違うという顔をするものもいる。つま
り、全く同じ学習方法を提示しても、それを
やりたいと思う学習者もいればやりたくな
いと思う学習者もいるのである。このように
学習者によって異なる反応が示されるのは、
個々の性格も英語力も学習動機も異なって
いるため当然のことであると考えられるが、
「やりたい」あるいは「やりたくない」と判
断しているということは、何か彼らの中に内
的な基準があり、それらを基に判断している
のではないかと考えられるのである。では彼
らは何を基準に学習方法を「やりたい」ある
いは「やりたくない」と判断しているのであ
ろうか。言い換えるならば、教師は学習者の
何に注目すれば、学習者が学習意欲を持って
取り組めるような学習方法を適切にアドバ
イスができるのであろうか。このような疑問
に答えるために、学習者の内的基準を明らか
にしたいというのが本研究の出発点である。 
 
２．研究の目的 

本研究に先だって行われた一連の研究に
より、いくつかの事がすでに明らかになって
いる。それらの研究で明らかになっている点
は、学習者の学習意欲を左右する要因として、
学習方法が、コミュニケーション型かどうか、
学習内容に興味を持てるか、学習に対する負
荷が高いか、があり、学習者の学習目標や自
己評価によって、それらの要因が学習意欲に
異なった影響を与えること、またある学習方
法に対する学習意欲を高めるためには、その
学習方法を継続できると感じさせることが
重要であること、などである。しかしながら、
これらの研究は、限られた学習者を対象にし
ているなど事例研究の域を出ることができ
なかった。そのため、これらの研究成果を踏
まえ、本研究では、より様々な属性の学習者

を対象に、どのような学習者にどのような学
習方法を薦めれば、学習意欲が高まり、学習
の効果が最大限に発揮されるのかについて 
(1)学習方法、(2)学習者の属性、 (3)教師の役
割、の３つの観点から調査を行い、体系的に
明らかにすることを目的とした。 
本研究が研究期間内に明らかにしようと

したのは以下の４点である。 
(1) 様々な学習方法に含まれるどのような
要因が学習意欲に影響を及ぼしているのか
を明らかにする。 
(2) 学習者の属性が、学習方法に対する意欲
にどのように関係しているのかについて明
らかにする。 
(3) 教師のどのような働きかけが、学習方法
に対する意欲を高める、あるいは持続させる
のかを明らかにする。 
(4) 学習者の属性、学習方法などにそれぞれ
に含まれる要因が互いにどのように影響し
合い、またそれぞれが学習意欲にどのような
影響を及ぼしているのかを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 本研究では３度の調査が行われた。第１調
査はインタビュー調査、第２調査はアンケー
ト調査、第３調査では予備的調査としてイン
タビュー調査が行われ、その後アンケート調
査が実施された。 
(1) 第１調査は、大学生 2～4 年生 14 名を対
象に実施されたインタビュー調査である。イ
ンタビュー調査にあたっては、まず調査参加
者の属性を把握するために、英語力に対する
自己評価、英語への意識、英語学習の目標を
問う質問紙調査を行った。また調査参加者に、
４技能別に複数の英語学習方法を提示し、そ
れぞれについて「やりたい」と思う学習方法
と「やりたくない」と思う学習方法を選択し
てもらい、それぞれの学習方法について、な
ぜ「やりたい」あるいは「やりたくない」と
感じたのかについての説明を求めた。 
(2) 第２調査では、大学生 1～4 年生 96 名を
対象に、リスニングとスピーキングに関する
アンケート調査を行った。質問紙には、学習
者の属性に関する項目として、(1)学習志向に
関する項目、(2)英語学習に対する意識に関す
る項目を設けた。学習志向に関する項目は
Kolb(1984)の ELT(Experiential Learning 
Theory)を基にした藤田（2002）の学習スタ
イルに関する項目の中から 26項目を選択し、
修正したものを用いた。英語学習の意識に関
する項目では、２つの技能それぞれに対して
「好きか」「得意か」「必要か」「できるよう
になりたいか」「勉強したい気持ちはどのく
らいか」といった学習に対する意識に関する
６項目を設定した。また学習方法に対してど
のような認知的評価がされるのかを調べる



ためにスピーキングとリスニングの２技能
を対象に複数の学習方法を提示し（表１）、
それぞれの学習方法に対して、「やりたいと
思うか」「楽しそうだと思うか」「役立つと思
うか」「自分にとって意味があるか」「面倒く
さいか」「難しそうか」「続けられそうか」な
ど７つの質問項目を設けた。各項目はすべて
５件法で回答を求めた。データ収集後、学習
者の属性ごとに学習意欲と認知的評価や英
語学習に対する意識がどのように関係して
いるのかを因子分析、重回帰分析、相関、t
検定などの統計処理によって分析した。なお、
本調査は当初 62 名のデータで分析を行った
が、追加で 34 名のデータを得ることができ
たため、最終的に 96 名のデータによって分
析を行った。 
 

 
 
(3) 第 3 調査では、まず予備的調査としてイ
ンタビュー調査が実施された。調査対象者は
大学生 2～3 年生 13 名で、それぞれに対して
学習志向に関する質問項目、学習方法に関す
る質問項目についての質問紙調査を行い、そ
れぞれの項目と学習方法に対する「やりた
い」「やりたくない」がどのように関係する
のか、また教員の働きかけがどのように学習
意欲に影響を及ぼすのかの聞き取りが行わ
れ、その結果をもとにアンケート調査のため
の質問紙が作成された。アンケート調査では、
スピーキングとリスニングの２技能を対象
に、それぞれ対照的な２つの学習方法を提示
して行われた。提示された学習方法はスピー
キングが「音読や会話表現の暗記」「課外の
英会話活動に参加」、リスニングが「CD 付問
題集」「映画やドラマ、インタビューなどの
視聴」である。 

アンケート調査の調査参加者は大学１年
生 104 名であった。アンケートには、学習志
向に関して 10 項目（「実践と学習」「効果と
興味」「他者からの評価」「計画性」「教師へ
の期待」各２項目ずつ）、英語学習に対する
意識に関して６項目（「好きか」「自信がある
か」「自己評価と他者評価に差を感じるか」
「できるようになりたいか」「必要か」「勉強
したいか」）、学習方法に関する認知的評価そ

れぞれ３項目（「どのくらいやりたいか」「ど
のくらいやれそうか」「どのくらい役立ちそ
うか」）、教師の関わり方に関する項目（「教
師にどのように関わってほしいか」）と教師
の関わり後の学習方法に関する認知的評価
それぞれ３項目が設定された。各項目はすべ
て５件法で回答を求めた。アンケート実施後
は、それぞれ t 検定、相関などによって、学
習志向がどのように学習意欲と認知的評価
の関係に影響を及ぼしているのかを統計的
に分析した。 
 
４．研究成果 
 一連の調査によって得られ主な結果は以
下の通りである。 
(1)  第１調査の結果、学習者は学習方法を
いくつかの要因から判断しており、それらの
学習者の学習意欲に影響する要因は「学習内
容に関する要因」と「学習環境・習慣に関す
る要因」の２つに大別できることが示唆され
た。学習方法をリスニング、リーディングの
受容技能とスピーキング、ライティングの発
表技能に分けて、それぞれの要因についてま
とめると、受容技能における「学習内容に関
する要因」には、「興味関心の有無」「学習効
果」「難易度（理解容易度）」があり、「学習
環境・習慣に関する要因」には、「慣れ、習
慣のなさ」「教材選択の難しさ」「面倒さ」「継
続の難しさ」など「やりやすさ」という概念
でまとめられる要因が示された。また、発表
技能においては、「学習内容に関する要因」
としては「達成感」と「不安感」があり、そ
れらのバランスがやりたい学習方法を決め
ていることが示唆された。「達成感」とは、
スピーキングやライティングのような発表
技能においては「伝わった」「できた」と思
える気持ちであり、「不安感」とは、「評価さ
れる不安」「伝わらない不安」「正しいかどう
かの不安」である。発表技能における「学習
環境・習慣に関する要因」は受容技能と同様
に「やりやすさ」で表すことにできる要因が
示された。表２に結果をまとめる。 
 ２つの大きな要因のうち「学習環境・習慣
に関する要因」については、教師の係わる余
地が大きいと考えられる。実際、調査の中で
も、例えば、「先生がまずはこれを試してみ
たら良いよってしてくれたらいいかなぁ」
「これ聴いてごらんって渡されれば聴くか
も」「量が少なくて、定期的にテストとかし
てくれるならするかも」「授業で配付された
りすればできると思う」というように、教師
の係わりを求めるコメントがいくつもあっ
た。そのため、依存的な面もあるが、学習の
初期段階であれば、教師が最初に計画表など
を示して学習のリズムを作ったり、ある程度
教材を提供することで、学習意欲に働きかけ
ることができるのではないかと考えられる。 

表 1 提示された学習方法 
CD 付問題集をする 
洋楽を聴く 
映画やドラマを英語で観る 
ニュースを英語で聴く 
英語学習番組を視聴する 

リスニング 

英語の音声を聞き流す 
音読をする 
会話表現を覚える 
英会話番組を視聴する スピーキング 

英会話活動に参加する 



表２ それぞれの要因のまとめ 
学習内容に関する要因 
<受容技能> 
○興味・関心 
 興味・好き・楽しさ、興味のなさ、 
 つまらなさ 
○効果 
 役立ち度、役立たなさ 
○難易度（理解容易度） 
 理解の容易さ、解答の有無、難しさ 
<発表技能> 
○達成感 
 充実感、他者からの反応、つまらなさ 
○不安感 
 他者からの評価、間違いへの不安、気楽さ 
○効果 
 役立ち度 
 
学習環境・習慣に関する要因 
<受容技能> 
○やりやすさ 
 教材選択の難しさ、継続の難しさ 
 面倒さ、慣れ・習慣のなさ 
<発表技能> 
○やりやすさ 
 やりやすさ、面倒さ、慣れ・習慣のなさ 
 
 
(2) 第２調査では、得られたデータから、
まず学習者の属性についての分析を行った。
学習志向に関する 26 項目の回答結果に基づ
いて因子分析（重み付けなし最小二乗法、プ
ロマックス回転）を行い、因子抽出を試みた。
その結果、４つの因子を得ることができたた
め、それぞれを「熟考因子」「実践因子」「論
理因子」「規則因子」と名付け、本調査で得
られた学習志向型とした。そして、それぞれ
の因子と学習方法への認知的評価の関わり
と調べるために、それぞれの因子の因子得点
の平均値と標準偏差を用いて、平均値＋0.5
標準偏差より上を上位群、平均値±0.5 標準
偏差内を中位群、平均値－0.5 標準偏差を下
位群とした。次に、それぞれの学習方法ごと
に 7項目設定していた認知的評価のうち「や
りたい」を除いた６項目の回答結果に基づい
て因子分析（重み付けなし最小二乗法、プロ
マックス回転）を行い、因子抽出を試みた。
分析の結果、２つの因子が抽出され、それぞ
れを「やれそう因子」「役立ちそう因子」と
名付けた。それから、学習志向性と学習方法
に対する学習意欲の関係を調べるために、学
習志向の分析で抽出された４つの因子の３
群ごとに比較を行った。４因子の３群間で学
習方法に対する認知的評価の影響に違いが
ないかを「やりたい」の得点を従属変数、「や
れそう因子」「役立ちそう因子」の因子得点
を独立変数として重回帰分析を行い比較し

た。特に各学習志向型の特徴を分かりやすく
検討するために、上位群と下位群を比較した
表を以下に示す（表３、表４） 
 
表３ 学習志向型ごとの認知的評価の学習  
   意欲への影響（リスニング） 

学習志向 R２乗 やれそう 役立ち
そう 

上位 .676 .613 .282 
熟考型 

下位 .670 .708 .167 
上位 .674 .423 .486 

実践型 
下位 .639 .625 .269 
上位 .595 .483 .382 

論理型 
下位 .720 .711 .207 
上位 .629 .580 .304 

規則型 
下位 .728 .685 .251 

※ R2 乗は調整済み決定係数を表す。 
 
表４ 学習志向型ごとの認知的評価の学習  
   意欲への影響（スピーキング） 

学習志向 R２乗 やれそう 役立ち
そう 

上位 .593 .378 .484 
熟考型 

下位 .571 .613 .206 
上位 .572 .429 .392 

実践型 
下位 .579 .513 .332 
上位 .472 .299 .470 

論理型 
下位 .674 .603 .260 
上位 .533 .392 .432 

規則型 
下位 .587 .769 --- 

※ R2 乗は調整済み決定係数を表す。 
 
 それぞれの学習志向型間を比べてみると、
リスニングでは、実践型とそれ以外では傾向
が異なっていることが分かる。すなわち、実
践型の上位群は「やれそう」と「役立ちそう」
がほぼ同程度の影響力を示しているのに対
して、下位群は「役立ちそう」よりも「やれ
そう」の方が影響力が強いことが示されてい
る一方、実践型以外の学習志向については、
総じて上位群の方が下位群よりも「役立ちそ
う」の影響力が強いことが示されている。ま
たスピーキングについても実践型とそれ以
外の学習志向型の間に傾向の違いが示され
た。すなわち、熟考型、論理型、規則型にお
いて「やれそう」よりも「役立ちそう」の影
響が強いことが示される一方で、実践型につ
いては、上位群は「やれそう」の影響力がや
や弱いが、上位群、下位群共に「やれそう」
の方が「役立ちそう」よりも強い影響力を持
っていることが示された。 
 これらの結果をまとめると、実践型とそれ
以外の 3種類の学習志向型は異なる動きをし
ていることから、実践を通して学習すること
を好むかどうかは学習方法に対する学習意
欲に関係する大きな特徴のひとつである可



能性があることが示されたと言える。ただし、
それぞれの学習志向の上位群と下位群の間
で英語学習に対する評価に関する項目で差
が検出されているため、上位群と下位群の間
の違いが学習志向のみの影響であるかどう
かは本調査では明確になったとは言えず、今
後の調査が必要であると考えられた。 
 
(3) 第３調査では、技能別に、学習志向に
関する特性ごとの英語学習に対する意識、お
よび学習方法に対する認知的評価の平均値
を検定し、それぞれの間の相関係数を算出し
た。その結果、それぞれの技能において影響
が見られた特性は、リスニングが特性２、特
性３、特性４、特性７、特性９、スピーキン
グが特性２、特性３、特性４、特性６、特性
８であった。各項目の内容と５％水準で有意
差が示された項目を表５に示す。 
 
 
表５ 影響のあった特性の項目の内容と差の 

あった項目 
特性２ 
A  間違いを少なくしてから実際に使いたい 
B  実際に使いながら間違いを直していきたい 
○リスニング「CD 付問題集」 
「やれそう」  A ＜ B 

○スピーキング「課外の英会話活動に参加」 
「やりたい」  A ＜ B 
「やれそう」    A ＜ B 

特性３ 
A 興味がなくても役立つことを勉強したい 
B 自分の興味のあることを中心に勉強したい 
○リスニング「CD 付問題集」 
「役立ちそう」 A ＞ B 

○スピーキング「音読」 
「やりたい」  A ＞ B 

特性４ 
A 勉強は楽しくやりたい 
B 勉強に楽しさは求めない 
○リスニング「映画やドラマなどの視聴」 
「やりたい」  A ＞ B 
「役立ちそう」 A ＞ B 

○スピーキング「課外の英会話活動に参加」 
「やりたい」  A ＞ B 
「役立ちそう」 A ＞ B 

特性６ 
A 勉強中なら人前で間違うことはあまり気にならない 
B できる限り人前で間違うことは避けたい 
○スピーキング「課外の英会話活動に参加」 
「やりたい」  A ＞ B 
「やれそう」  A ＞ B 

特性７ 
A 計画的に時間を決めて勉強をするほうだ 
B やる気がある時に勉強するほうだ 
○リスニング「CD 付問題集」 
「役立ちそう」 A ＞ B 

特性８ 
A  どちらかと言うと自分に厳しい方だ 
B  どちらかと言うと自分に甘い方だ 
○スピーキング「音読」 
「役立ちそう」 A ＞ B 

特性９ 
A 教材は決められているほうがよい 
B 教材は自分で選べるほうがよい 
○リスニング「映画やドラマなどの視聴」 
「やりたい」  A ＞ B 

 
分析結果をまとめると、「やりたい」とい

う気持ちに直接的な影響が見られたのは、リ
スニングでは特性４、特性９であり、スピー
キングでは、特性２、特性３、特性４、特性
６であった。すなわちリスニングにおいては、
映画やドラマなど興味を持ちやすい学習方
法については、楽しさに関係する特性、教材
選択に関係する特性の影響が見られ、スピー
キングにおいては、他者のいる学習方法につ
いては間違いに関する特性と楽しさに関す
る特性が影響しており、他者のいない学習方
法については効果に関する特性が影響して
いることが示された。 
「やれそう」という気持ちに影響している

特性は、リスニングでは、CD 付問題集を用
いた学習方法に対する特性２のみで、A の
「間違いを少なくしてから実際に使いたい」
と答えた学習者の方が問題集をよりやれそ
うにないと答える結果となった。この理由と
しては、特性２については、不安感に関係す
る項目であるため、AB 間で技能に対する自
信や学習を好きかどうかについての評価も
異なっており、そのため不安感というよりも
学習を好まない結果、興味を持てないものを
やれそうにないと判断した可能性が考えら
れた。一方、スピーキングの「やれそう」に
ついては、他者のいる学習方法については間
違いと実践に関する特性２、特性６において
AB 間に差が示されており、不安感が強い学
習者は相手のいる学習方法をやれそうにな
いと感じることが示されていると言える。 
「役立ちそう」の項目については、リスニ

ングでは興味と効果に関する特性が映画な
どの学習方法に、計画性に関する特性が問題
集を用いた学習方法に影響を及ぼしており、
特に問題集等ではコツコツ学習できるかど
うかによって効果がありそうかどうかを判
断していることが示された。スピーキングに
おいては、相手のいる学習方法に対しては楽
しさを重視する学習者の方が役立つと考え
ており、音読のような相手のいない学習方法
に対しては、自分自身を律して学習できると
考えている学習者の方が役立ちそうだと考
えていることが示された。 
 調査３では、自分が望む形で教師の関わ

りがあった場合に「やりたい」「やれそう」「役



立ちそう」がどのように変化するかも調査、
分析した。図１はリスニング、図２はスピー
キングの「やりたい」「やれそう」「役立ちそ
う」の平均値の差である。これらのグラフか
らも分かるように、教師の関わり後に数値の
変化が大きいのは「やれそう」の項目である
ことが分かる。その一方で、「役立ちそう」
はそれほどの差を示していないことから、教
師の関わりが「やれそう」という気持ちに影
響を与え、その結果「やりたい」という気持
ちに変化が見られた可能性が示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(4) 以上のような主要な結果から、以下の
ような、いくつかの教育的示唆を得られた。 
① 教師が学生に学習方法を薦める際には、
その学習方法をやれそうかどうか、役立ちそ
うかどうかが重視されていることに留意す
る必要がある。つまり、やれそうにないと思
われた学習方法はどれほど役立ちそうであ
ろうと学生はあまりやりたがらず、またどん
なにやれそうであっても、効果が期待できな
い学習方法もあまりやる気を起こさせない
のである。 
② 学生がある学習方法をやりたいと思う
かどうかには、その学生の目標や客観的英語
力だけでなく、他者からの評価に対してどの
ような気持ちを持っているか、楽しさと効果
のどちらに重点を置いているかなどが関係
している。また学習方法をやれそうと思える
かどうかには、受容技能であれば興味を持て
るか、発表技能であれば不安感と充実感が大

きな要因と考えられるため、例えば自分の学
力に不安のある学生に対しては、段階を示し
てまずある程度一人で学習してからコミュ
ニケーションにつながる学習を薦めるなど
の工夫が必要であることが示された。また、
役立ちそうだと思えるかどうかには、その学
生が計画性を持って学習するタイプかどう
かも影響していると考えられる。 
③ 教師の働きかけは主に学習方法をやれ
そうかどうかという気持ちに影響している
ことが示されたが、もちろん教師の関わりに
関しては、例えば学習方法がどのように役立
つのかを説明するなど、他の要因へ影響を及
ぼすことも十分に可能であるため、あくまで
実施に対する教師の働きかけに限定した結
果と考えられる。 
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図 1 教員の関わり前後の変化（L） 
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図 2 教員の関わり前後の変化（S） 


